
牧野富太郎（1862-1957）は、土佐（現在の高知県）生ま

れの植物学者で、日本に生える全ての植物に名前をつけ、

図にしようという大志を抱いて上京し、数々の困難に遭い

ながらもその一生を植物に捧げました。

第5回東大教室＠楢葉
植物の教室

～日本の植物分類学の父牧野富太郎の生涯と業績～

場所：楢葉町コミュニティセンター 大会議室
日時：令和6年6月29日（土）13:30 - 15:00
入場無料ですがお電話にてお申し込みください

楢葉町生涯まなび課 0240-25-2492

主催：楢葉町 東京大学総合研究博物館
共催：大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業

福島復興知学の深化と展開：ミルフィーユ型人材の育成基盤構築

講師：池田 博
東京大学総合研究博物館 准教授
植物分類学

今回の教室では、「日本の植物分類学の父」

とも呼ばれる牧野富太郎の波瀾万丈の生涯と、

氏の残した業績、および近年東京大学から見い

だされた牧野富太郎関係の資料についての講義

をいただきます。
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ヤマザクラ(石板)1900年
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『大日本植物誌』第1巻第1集第1図版

エビネ(墨)1887
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『大日本植物志図篇』第1巻第3集第15図版準備図


